
町では、行政運営の一層の透明性を図り、町民に開かれた「誇りと信頼のあるま
ちづくり」を進めるために、町長交際費の支出状況を公開します。
❖交際費の支出状況（１月）

分類 件数 内　　　　　　容 支 出 額

会　費 10件

町交通指導隊新年会、五城目町・千代田区こども交流会交歓会、湖東3町商工会
賀詞交歓会懇親会、五城目北都会新年会、農業者等との意見交換会懇親会 馬場
目地区町内会長会地区懇談会、潟上湖東地区保護司会五城目ブロック研修会に
係る新年会、消防友の会懇談会、「関係人口会議」実践プログラム報告会交流会、
近畿五城目交流会

43,500円

接　遇 4件
「関係人口会議」実践プログラム報告会出席者への土産、近畿五城目交流会時土
産、来客時お土産、首都圏企業との懇談会 56,979円

その他 16件
消防出初め式各分団祝賀会（8件）、五城目町・千代田区こども交流会交歓会、内川
地区新春の集い、五城目菓子組合新年会、近畿五城目交流会、雀舘町内会新年会、
秋田建築労働組合五城目支部総会、森山地区新春の集い、ふるさと五城目会総会

75,916円

合 計 30件 176,395円

平成31年４月〜令和２年１月の合計 819,896円

1／�県立五城目高等学校
卒業式

2／�町議会3月定例会（役場
議場・９日まで）

7／�五城目第一中学校卒
業式

17／�率浦大学修了式（町民セ
ンター）

18／�五城目小学校卒業式

23／�八郎湖クリーンセン
ター定例会（男鹿市）
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町と姉妹提携を結ん
でいる東京都千代田区
より、姉妹提携30周
年を迎えた記念品とし
て、江戸切子板装飾が
寄贈され、役場１階エ
レベーター前に展示し
ています。
東京の伝統工芸品で
ある江戸切子を使用し
た本品は、現在工事中
の五城目小学校新校舎の階段教室に設置される予定です。
また、町からの記念品として千代田区へ、欅

けやき

の机３脚と椅
子６脚を寄贈しました。町からの寄贈品は、千代田区役所１
階区民ホールに設置されています。

①江戸切子板装飾を届けてくれた千代田区総務課遠藤さん、日榮
さんと渡邉町長（左から）②町から寄贈した欅の机と椅子。中央が
石川雅己千代田区長 体育館の入口部分です。木製の型枠が外され、

部分的にコンクリートが目視できます。

２階の床部分の工事が進められています。手前
側はすでにコンクリートが固まっています。


